








「霊芝センダン葉のど飴」のウイルス不活化試験（第 209040684 号）ウイルス

感染価測定結果の読み方 

 
表‐1 作用液のウイルス感染価測定結果 

logTCID50/ml* 
試験ウイルス 対象 

開始時 30 分後 60 分後 

検体 7.3 5.5 4.3 インフルエンザ   

ウイルス 対照 7.3 7.3 7.3 

 

 

 

 

 

解説 

検体組 

１．開始時 logTCID50/ml7.3：試験開始時にウイルス数は 107.3があるとのこと。 

107.3＝19 952 623.1 

 

２．30 分後 logTCID50/ml5.5：試験開始後 30 分のウイルス数は 105.5があるとのこと。 

105.5＝316 227.766 

 

３．60 分後 logTCID50/ml4.3：試験開始後 60 分のウイルス数は 104.3があるとのこと。 

104.3＝19 952.6231 

 

対照組 

logTCID50/ml7.3：試験全段階のウイルス数は 107.3があるとのこと。 

107.3＝19 952 623.1 

 

ウイルス不活化率の計算： 

１．検体組 30 分後：   316 227.766(105.5)÷19 952 623.1(107.3) ＝0.0158 

30 分後の不活化率   98.42%    

 

２．検体組 60 分後：   19 952.6231(104.3)÷19 952 623.1(107.3)＝0.001 

60 分後の不活化率   99.9%  

 

試験の結果から霊芝センダンのど飴のウイルス不活化率は非常に高く、インフルエンザ

ウイルス予防に利用できると考えられる。 

 

＊試験ウイルスはインフルエンザウイルス H1N1 である。 



霊芝センダン葉のど飴であることの利点 
 

１．霊芝センダン葉のど飴のウイルス不活化作用： 

試験済み（日本食品分析センターによる報告） 

 

２．インフルエンザ感染経路： 

呼吸系疾病のため、インフルエンザウイルスは、鼻か口から侵入し、病気を引き起こす。咽

頭部の粘膜バリアを強くし、咽喉部からのウイルス侵入予防は非常に重要なことである。 

霊芝センダン葉のど飴をなめることによる有効成分は、咽喉部局部に定着し、レイシセンダ

ン葉エキスがもつウイルスへの不活化作用が、侵入してきたウイルスの増殖を防げると考え

ている。 

 インフルエンザ予防策としてはうがいが薦められていることも、咽喉部の粘膜に付着してい

るウイルスを駆除するためである。 

  

３．霊芝の働き： 

 霊芝は赤血球内の 2,3-DPG 産生に促進作用はあることが教科書と研究室の研究にて証明

されている。 

2,3-DPG は解糖過程の産物である。赤血球内の 2,3-DPG が酸化ヘモグロビンと結合する

と、構造変化を介してヘモグロビンの酸素親和性を低下させ(酸素飽和曲線の右方シフト)。従

って、赤血球内の 2,3-DPG が上昇すると、末梢組織への酸素供給量は増加する。 

この作用はインフルエンザ患者の発熱時に酸欠の改善に役に立つと考えてられる（呼吸系

の病気と発熱時の酸素消費が増加する為）。特にインフルエンザ合併肺炎時に肺のガス交

換は障害され、組織への酸素供給は著しく低下し、酸欠になり、持病があるヒトは危険状態に

陥りやすくなる。 

 

４．インフルエンザ治療薬： 

①リレンザとタミフルはインフルエンザウイルス風邪の初期、発現から 2 日以内に有効。 

②リレンザとタミフルはA型またはB型インフルエンザウイルス感染以外のウイルスや細菌感

染には効果がないこと。 

③予防投与には認められていない。 

④特に、タミフルは 10 代の患者への投与は副作用ため、懸念されている。 

 

５．口腔衛生の重要性： 

 口腔内特に咽頭部粘膜のバリア機能は、口内細菌が作り出す「プロテアーゼ」という酵素に

よって弱め、ウイルスがくっつき、細胞粘膜に侵入できるようになると考えられる。 

NHK の調査によると口腔細菌を減らす事でインフルエンザの発病率は十分の一に激減し

た（インフルエンザ最新対策－平成 21 年 2 月 4 日放送）。 



 霊芝センダン葉のど飴をなめることは、インフルエンザウイルスはもちろんであるが、殺菌

作用もあると考えている。 

 

６．症例： 

 実際去年試作から、たくさんのヒトに使ってもらった結果、のどがおかしくなりはじめに飴を 2

個を立て続けてなめる（約１時間使用）と、かなりの改善は見られた（更なる臨床例の採取と

統計学の処理が必要と思う）。 

 インフルエンザが流行った高校（九州）に、霊芝センダン葉のど飴をなめている高校生たち

のほとんどはインフルエンザに罹らなかった。 

 

 

 

＊ 研究報告参考資料ですので販売目的に利用しないで下さい。 
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